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クラス概要

概要： 

このクラス（組織神学３）の目的は人の起源と性質を聖書に基づいて理解し、本来の姿から堕
落しその報いを今どのように受けるようになったのかを学び、贖い、新生、義認、聖化、そして
栄化などの救いに関する教理を知ることにあります。学生はクラスの内容だけでなく、神学書か
らこれらの項目に関する知識を身に付けることが要求されます。 

具体的な学習目的： 

A. 人の起源に関する異なる立場を理解し、聖書に基づく人の創造を説明することができる 

B. 「神のかたち」の重要性とその意味を説明することができる 

C. 魂の起源に関して存在する諸説を理解し、説明することができる 

D. 人間の堕落に関して説明することができる 

E. 罪の結果を挙げることができる 

F. 罪を定義し、そこから導き出される事柄を説明することができる 

G. 罪の包括性（特に全堕落）を説明することができる 

H. 罪の転嫁について諸説を理解し解説することができる 

I. 救いが断絶不可能なものであることを理解しみことばを挙げて説明することができる 

J. 新生の必要性とその方法を説明することができる 

K. 新生の結果を挙げることができる 

L. 選びにおける神の主権と全知性の問題を解説することができる 

M. 義認とは何かを正しく説明することができる 

N. 義認の要素を列挙することができる 

O. 義認の方法を説明することができる 

P. 悔い改めの定義と性質を解説することができる 

Q. 信仰の定義と性質を解説することができる 

R. 信仰の結果を挙げることができる 

S. 聖化の過程を説明することができる 

T. 栄化を説明することができる 

課題： 

学生はこのクラスを修了するために以下の課題を期間内に終了し、提出しなければなりません。 

A. 課題図書を読む 
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1. 『キリスト教神学　第三巻』ミラード・エリクソン著　（51-73, 127-143, 192-216ペー
ジ） 

2. 『キリスト教神学　第四巻』ミラード・エリクソン著　（99-120、165-186ページ） 

課題図書は完読してください。クラス終了日までに完読できなかった場合は、どこまで読んだかを
明記して講師に知らせてください。 

B. テスト 

聖書を用いることは許可しますが、ノートや自分のまとめなどを参照して回答することはできま
せん。主が見ている前でテストを受けることをしっかりと覚え、不正をしないように試験を受けま
しょう。 

C. プロジェクト 

下記の課題リストから一つ選択し、聖書箇所や神学書などを用いて学んだことをレポートにしてく
ださい（各項目A4サイズ用紙3ページ以上10ページ未満） 

クラススケジュール： 
Canvas のサイトを参照してください。 

成績： 
成績は日本聖書学院学生要項に記されている成績基準に沿って判断されます。このクラスにおける
それぞれの課題の比重は以下の通りです。 

必読書 10％ 

出席＋クラスへの参加及び態度 10％ 

クイズ　25％ 

プロジェクト 30％  

テスト 25％ 

神のかたちに関する考察 人の構成（二分法・三分法）

魂の根源に関する考察 原罪の転嫁

胎児などの死と永遠 選びに関する考察

義の転嫁 信仰と悔い改めの関係

聖化に関する考察 その他（要相談）
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組織神学Ⅲ 人間論

人間論とは 
人に関して神学的に学ぶには必ず人の堕落と罪について学ぶ必要があり、同時にそれは救いと

永遠のいのちの必要を学ぶことでもある。つまり人間論・罪論・救済論は前者の上に後者が積み
上げられていくような関係を持っている。 

神学における人間論は社会学的な人類学とは異なるものである。社会学的人間論は人を自分自
身と自分が生きている世界に関連づける学問であるが、神学的人間論は神との関係における人間
に焦点を当てている。 

「人とは何者なのか」という疑問に対する真の回答は神の啓示を学ぶことによってのみ得るこ
とができる。それゆえに神学的人間論を学ぶことは全ての人にとって大切なことなのである。 

I. 人の起源 
A. 起源に関する5つの立場 

1. 自然主義に基づく起源 

2. 理神論（自然神論）に基づく起源 

3. 有神論に基づく起源 

4. 漸進主義に基づく起源 

5. 神の創造に基づく起源 

B. 聖書に基づく人の創造（創世記1:26-27; 2:7, 21-25） 

1. 人は＿＿＿＿＿ではない 

2. 人は神によって個人的に創造された 

a. 他の動物は＿＿＿に創造された（創世記1:20, 24） 

b. 人は神によって＿＿創造された（創世記2:7） 
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組織神学Ⅲ 人間論

3. 人は男性と女性に創造された 

a. 聖書の記事 

(1) 神は六日目に男と女を創造された 

(2) 男も女も神のかたちに創造された 

(3) 男と女は別々に創造された 

(a) アダムが最初に創造された 

(b) 神はアダムにいのちの息を吹き込まれた 

(c) エバはアダムから造られた 

(4) アダムとエバは全人類を生み出す存在であった 

b. 人の創造に含まれる意味 

(1) ＿＿の違い 

(2) ＿＿の違い 

(a) 創造の順番ー権威（Ⅰテモテ2:12-13; Ⅰコリント11:3） 

(b) 女性の創造の目的（創世記2:18, 20; Ⅰコリント11:9） 

C. 人類の単一性 

1. 遺伝上の単一性（使徒17:26） 

2. ＿＿＿との関係 

3. ＿＿＿との関係 

D. 無垢の時代の人間 

1. 完全な＿＿ 
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組織神学Ⅲ 人間論

2. 完全な＿＿ 

E. 創造の目的 

1. 神の＿＿（黙示録4:11） 

2. 神の＿＿（詩篇8:1） 
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組織神学Ⅲ 人間論

II. 人の創造に見る神のかたち 
A. 使われている言葉 

1.  …wn™EmVlAxV;b -- 「われわれのかたちとして」(“in Our image”) 

2.  …wn¡Et…wm√dI;k -- 「われわれに似せて」(”according to Our likeness”) 

B. 堕落した後の人間に関しても「神のかたち」が重要な理由 

1. セツの誕生の際にこの表現が用いられている（創世記5:1, 3） 

2. 全ての人が今でも「神のかたち」を有している 

a. 創世記9:6 

b. Ⅰコリント11:7 

c. ヤコブ3:9 

C. 人の内に反映される「神のかたち」 

1. 知識 

2. 義 

3. 聖さ 

D. 人の霊的性質に反映される「神のかたち」 

1. 人は霊を持っている 

2. 神との交わりを可能にする 

5

ここで使われている単語は類義語であり、これら
が同時に使われることによってここでは「まさに
神のかたちに」というような強調的な表現として
用いられている。



組織神学Ⅲ 人間論

E. 人の知的能力に反映される「神のかたち」 

F. 人の道徳的性質に反映される「神のかたち」 

G. 人の社会性に反映される「神のかたち」 

H. 人の支配権に反映される「神のかたち」 

I. 人の死なない体に反映される「神のかたち」 
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組織神学Ⅲ 人間論

III.人の構成 
A. 人性三分法 

1. 宣言：人は霊・魂・体の三部分に分けることができる 

2. 根拠： 

a. Ⅰテサロニケ5:23「霊、 たましい、 からだが完全に守られますように」 

b. ヘブル4:12「たましいと霊、 関節と骨髄の分かれ目さえも刺し通し」 

3. 問題点： 

a. ヘブル4:12 

b. Ⅰテサロニケ5:23 

B. 人性二分法 

1. 宣言：人は霊的（非物質的）な部分と肉的（物質的）な部分に分けることができる 

2. 根拠： 

a. 伝道者の書12:7「ちりはもとあった地に帰り、 霊はこれを下さった神に帰る」 

b. Ⅱコリント4:16; 7:1; マタイ10:28 
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組織神学Ⅲ 人間論

3. 問題点： 

C. 結論 
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組織神学Ⅲ 人間論

IV.魂の起源 
A. 聖書の不明瞭さ 

1. アダムの魂の起源は明らかである（創世記2:7） 

2. アダム以外の人間の魂の起源に関して聖書は何も語っていない 

3. 「先在説」「創造説」「分生（伝移）説」という3つの考えが提示されている 

B. 霊魂先在説 

1. 宣言 

a. すべての魂は肉体と結合する以前から意識を持った状態で存在している 

b. すべての魂は天地創造時に創造された 

c. 魂は肉体と結合する以前に罪を犯した 

d. 肉体の発育初期に魂は肉体に入る 

e. キリストの時代にこのような見解が存在していた 

2. 問題点 

a. 人にはこのような先在の自覚がない 

b. 聖書の教えからこのような見解を導き出すことはできない 

C. 霊魂創造説 

1. 宣言 
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組織神学Ⅲ 人間論

2. この説を支持する意見 

a. 聖書は神が魂の直接的創造者であることを教えている（伝道者12:7; イザヤ42:5; 
57:16; ゼカリヤ12:1; ヘブル12:9など） 

b. アダムの創造によって立証される創造のパターンである 

c. この見解は分生説に見るようなキリスト論的問題点を解消する 

3. 支持する意見の検証 

a. a で示されている聖書箇所は単に神がいのちを与える方であることが証明されてい
るだけである 

b. b で言われるようなパターンを人の創造に見ることはできない。最初の3人は全く
違う方法で造られている 

c. c の意見とは異なり、分生説もキリスト論的問題点を解消することができる 

4. この説を否定する意見 

a. 神を罪の創造者にする 

b. 両親から受け継ぐ子どもの精神的・道徳的特徴を説明することができない 

10
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組織神学Ⅲ 人間論

c. いつ魂は肉体と結びつくのかが不明である 

D. 霊魂分生説 

1. 宣言 

2. この説を支持する意見 

a. 聖書の教えに沿っているように見える（参照：創世記46:42; ヘブル7:9-10） 

b. 神が語った創造の法則に沿っている - 「種類にしたがって」 

c. エバの創造は彼女の魂がアダムから取られたことを示唆している 

d. セツの誕生 - 「彼のかたちどおりの子」（創世記5:3） 

e. 人類の統一性を説明することができる 

f. 人間の堕落を説明することができる 

g. 性格的特徴や精神的・道徳的性癖を説明することができる 

3. この説を否定する意見 

a. ほかの魂が魂を生み出すということは、魂に物質的な要素があることを示唆する 

b. 分生説はなぜアダムの罪だけが伝達されるのかを説明することができない 

11
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組織神学Ⅲ 人間論

c. キリスト論において重大な問題が生ずる 

E. 結論 
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組織神学Ⅲ 人間論

V. 人間の堕落 
A. 罪の起源 

1. 二元論 

2. 神は罪の創造者ではない 

a. 申命記32:4 

b. ヨブ34:10 

c. ヤコブ1:13 

3. 罪は天で始まった 

4. 罪はアダムを通して地に広がった 

a. 罪はアダムの性質に含まれてはいなかった 

b. 罪は必要ではなかった 

B. 罪の起源に関する聖書の教え 

1. 創世記3章の記事は歴史的事実である 

a. 寓意物語ではない理由 

b. 聖書は歴史的事実として理解している 
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組織神学Ⅲ 人間論

2. 「善悪の知識の木」に関して 

a. 特別な力を持った木ではなかった 

b. 象徴としての役割 

3. 蛇に関して 

a. 実際の蛇が用いられた 

b. サタンが蛇を支配していた 

c. エバへの誘惑 

(1) 神の「＿＿」に対する疑念 

(2) 神の「＿＿＿」に対する疑念 

(3) 神の「＿＿」に対する疑念 

4. エバに関して 

a. 誘惑の対象 

b. 堕落の道具 

5. アダムに関して 

a. アダムの責任 

b. アダムの罪 
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組織神学Ⅲ 人間論

C. 罪の結果 

1. アダムに対して 

a. 悪の性質について具体的に知るようになる 

b. 自分のうちの罪過に気づく 

c. 恥を感じる 

d. 偽るようになる 

e. 神を恐れる 

f. 責任を転嫁する 

g. 死を経験するようになる 

h. エデンから追放される 

2. エバに対して 

a. 産みの苦しみ 

b. 夫との関係 

3. 蛇に対して 

a. 「ちりを食べる」 

b. 呪いの恒久性 
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組織神学Ⅲ 人間論

4. サタンに対して 

a. 「敵意」 

b. 敗北の宣言 

D. 罪の影響 

1. 地に対する呪い 

2. 千年王国を待望する被造物 

E. アダムの堕落に関するその他の観察 

1. アダムには一つの命令だけしか与えられていなかった 

2. 人の最善を知っているのは神だけであった 

3. アダムの罪は意図的であからさまな反逆の行為であった 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組織神学Ⅲ 罪論

I. 罪の定義 
A. いくつかの定義 

1. 大辞泉 

「道徳•法律などの社会規範に反する行為。キリスト教で、神の意志や愛に対する
背反」 

2. 大辞林 

「法律・道徳に反した行為。特に、宗教の教えに反する行為。キリスト教では神の
意志に背く行為をいい、仏教では法に背く行為と戒律を犯す行為をいう」 

3. ミラード・エリクソン（キリスト教神学第3巻、143-44頁） 

「罪とは、能動的にであれ受動的にであれ、神の道徳律に一致しないことである。
これは行為、思い、内的傾向や状態に関する事柄であるかも知れない」 

4. ウエストミンスター大教理問答集 

「罪とは理性的被造物への規則として与えられた神の律法を、それがどの律法であ
れとにかく守らなかったり、侵犯したりすることである」 

5. Ｓ・ ルイス・シェイファー（聖書の主要教理、235頁） 

「罪とはそれが行為、性向、状態のいずれであれ全て神のご性格と一致しないこと
である」 

6. ウェイン・グルーデム 

「罪とは行動、態度、または性質において神の道徳的律法に適合しないことである」 

18

罪とは神の道徳的特徴とみこころに適合しないあらゆる行為、性質、または状態
のことである。



組織神学Ⅲ 罪論

B. このクラスにおける定義 

C. 定義から考えるべき事柄 

1. 罪は常に神の律法と関連がある（ローマ4:15） 

2. 「律法」とは啓示されている神のみこころを指している 

3. 「適合しない」とは神の律法からのあらゆる逸脱が含まれる 

4. 罪は外面的な行動だけでなく、意志や思いをも含む 

5. 罪とは神の律法に関する人の知識の有無とは無関係である 

6. 罪を犯す動機は罪人の罪責とは無関係である 

7. 律
法
の
力
と
威
厳は法を定めた方の特徴に基づいている 

8. 罪は単に神の律法を破ることではなく、神を廃位し、自己を神格化する行為である 

19

「罪とは、悪しき行為や思いだけであるだけでなく、罪深さでもある。悪し
き行為や思いへと向かわせる生来の内なる傾向である。我々は罪を犯
すから罪人であるだけではなく、罪人であるから罪を犯すのである。」


エリクソン、キリスト教神学第3巻、143頁



組織神学Ⅲ 罪論

II. 罪の範囲 
A. 行動 

1. 作為的罪 

2. 無作為的罪 

a. ヤコブ4:17 

b. Ⅰサムエル12:23 

c. 参照：マタイ25:31-46 

B. 態度 

1. 全ての間違った行動は、間違った態度から生まれる 

2. 参照：マタイ15:19 

C. 性質 

1. 罪の性質が態度と行動の根底にある 

2. キリストは人が悪い者であることを告げている（マタイ7:11） 

3. パウロは人が罪の性質を持っていることを告げている（ローマ１-３） 

4. 罪の性質には罪責が伴っている（エペソ2:1‒5） 
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組織神学Ⅲ 罪論

III.罪の概念を現す代表的な聖書の単語 
A. 旧約聖書 

1. カタ 

a. 動詞形＝「罪を犯す」 

b. 名詞形＝「罪」「罪過のいけにえ」など 

c. 「的を外す」という意味を持つ（士師20:16） 

d. 神の聖さから外れている状態を表す 

e. 旧約聖書の中で最も一般的で包括的な罪を指す単語である 

2. タア 

a. 倫理的な意味合いにおいてこの単語は「過ちを犯す「道を外す」という意味を持つ 

b. この「過ち」は意図的なものであり、同義語群の中でも最も非難に値する 

3. アバー 

a. 倫理的な文脈において「限度を越す」「逸脱する」「違反する」という意味を持つ 

b. 正という枠を踏み越えて、悪という領域に踏みいることを指している 

4. ペシャ 

a. 「反抗する」「背く」という意味を持つ 

b. 霊的反逆を意味している 

5. ラシャ 

a. 「悪」 

b. 罪人が悪を行っている姿を描く 

6. アウォン 

a. 「曲げる」「ねじる」などの意味から道徳的に「歪める」「歪曲する」「堕落させ
る」等の意味を持つ 

b. 通常この単語は道徳的な歪曲によってもたらされる様々な「不正」「悪行」などと
訳され、罪が罪責と罰を伴う犯罪であることを示す 
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B. 新約聖書 

1. ハマルタノー／ハマルティア 

a. 古代ギリシャ語においては「外す」という意味を持ち、道徳的に「罪」という意味
を持つ 

b. 新約時代においては単に「標的を外す」だけではなく、外した行為に対する罪責と
罰の概念が伴っていた 

2. プラナオー／プラネ 

a. 元来は「場所の移動」に関して用いられていたが、後に「道を惑わす」「欺す」な
どの意味を持つようになる 

b. 主に偽教師たちに対して用いられる言葉である 

3. パラバイノー／パラバシス 

a. 「脇へ逸れる」もしくは「越える」という意味合いから、主に「逸脱」「そむき」
「違反」という意味を持つ 

b. 意図的に神が定めた境界を越える人を現す 

4. パラプトマ 

a. 古代ギリシャ語では「横に傾く」もしくは「脇に落ちる」などの意味を持ち、新約
時代においては「躓く」という意味で使われている 

b. 新約聖書では致命的な結果を伴う意図的な行動を強調している 

5. アノミア 

a. 「律法に反する」という意味を持ち、主に「不法」と訳される 

b. 特にⅠヨハネ3:4でのこの単語の役割は重要なものである 

C. これらの単語が重ねて用いられている重要な箇所 

1. 旧約聖書 

2. 新約聖書 
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IV.罪の包括性 
A. 全人類への影響 

1. 旧約聖書の宣言 

2. 新約聖書の宣言 

3. 聖書からの推論 

a. 全人類が有罪であることを教える箇所 

b. 全人類が救いを必要としていることを教える箇所 

c. 論理的結論 

B. 全堕落 

1. 全堕落に関する誤解 

a. 全ての人が悪の限りを尽くす 

b. 全ての人があらゆる悪に没頭する 

c. 全ての人があらゆる種類の罪に誘惑される 

d. 救われていない人は道徳的美点を一切持っていない 

e. 全ての人が行動と願望において同等に罪深い 

f. 救われていない人は神に関する知識を持っていない 

g. 救われていない人は良心を持っていない 

h. 救われていない人は「神のかたち」を反映していない 
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2. 全堕落が意味すること 

a. 人は＿＿＿＿が完全に欠落している 

b. 人は＿＿＿＿＿＿＿を失った 

c. 人は＿＿＿＿＿＿とする性癖を内に持っている 

d. 人は＿＿＿＿性質を持っている 

e. 人は何をしても＿＿＿＿＿＿＿＿をすることができない 

f. 肉体的にも霊的にも人のあらゆる部分は＿＿＿によって汚されている 

3. エペソ2:3から分かる全堕落の意味 

4. 全堕落の範囲 

a. 人の性質は堕落している 

b. 人の理解は暗くなっている（エペソ4:17-18; Ⅰコリント2:14） 

c. 人の心はだますものである（エレミヤ17:9） 

d. 人の思いは暗くなっている（Ⅱコリント4:4; 創世記6:5） 

e. 人の良心は汚れている（Ⅰテモテ4:2; テトス1:15） 

f. 人の肉も霊も汚れている（Ⅱコリント7:1） 
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g. 人の意志は弱い（ローマ7:18） 

C. 全堕落がもたらしたこと 

1. 有罪宣告　ー　人は神の前で有罪と定められている 

a. 人は罪の意識を持っている 

b. 人によって罪の意識は違う 

c. 人によって罪悪感の度合いが違う 

2. 状態の悪化 

3. 分離 

a. 霊的な死 

b. 肉体的な死 

c. 永遠の死 
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V. 原罪の転嫁 
A. 定義 

1. 原罪の転嫁とは法律用語である 

2. ある人物の罪を他の人のものとして「評価」「判断」することである 

B. 聖書の宣言　ー　ローマ5:12-19 

1. 罪がこの世に入ってきたのはアダムが原因である 

2. アダムの罪によって全ての人が有罪宣告を受けている 

3. アダムの罪のゆえに全ての人には死という罰が与えられている 

4. アダムの罪を他の人が受け継ぐ過程に関して聖書は何も語っていない 

5. ローマ5:12-19は確かに「原罪の転嫁」を教えている 

C. 罪の転嫁に関する諸説 

1. ペラギウスの説 

a. 主張 

(1) 人の魂は一つ一つ神によって造られる 

(2) 全ての人はアダムのように潔白で、神に完全に従うことができる 

(3) アダムの罪と人類の罪責は無関係である 

(4) アダムの罪の持っている唯一の影響は「悪い模範」でしかない 

(5) 堕落は各個人が罪を選択することによって起こる 
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b. 分析 

(1) あらゆる点で聖書の教えと異なる 

(2) 全ての人が罪深いことを教える聖書の言葉に対して何の反論も挙げない 

(3) 初代教会によって異端と定められている 

2. アルミニウスの説 

a. 主張 

(1) 堕落において人は最初の義（原義）を失った 

(2) 人は全人類に宣告された死の下に置かれている 

(3) 人は「病」に犯されている状態で、神の助けがなければ神との友好関係を築く
ことができない 

(4) 人は罪を犯す傾向を持っているが、この傾向は罪ではない 

(5) 神は全ての人に恵みを与え、人が望むならば（協力すれば）、神に従うことが
できるようにする（神人協力説） 

(6) 人の罪は人が自ら進んで罪を犯すときに転嫁される 

b. 分析 

(1) 死が神の専断的な裁決であると捉えている 

(2) 人が病人であると捉えている 

(3) 人が神に協力できると捉えている 

(4) 個人の罪だけが転嫁されるというのはローマ5章の教えに反するものである 

3. 間接転嫁説 

a. 主張 

(1) 人には自然生殖によってできる感覚的魂と、神によって直接創造される理性的
魂の二つが存在し、この理性的魂は神によって作られているがゆえに罪を持た
ないものである。 

(2) 人はアダムの罪のゆえに堕落した者として生まれて来る。しかしこの堕落は罪
責を伴わないものである。 

(3) 肉体的堕落は自然生殖によって伝達される 

(4) 神によって直接創造された理性的魂が肉体と結合するとき理性的魂も堕落する 
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b. 分析 

(1) ローマ5:12-19の教えに沿わない 

(2) 人類の罪はアダムの責任であって、人は神によってアダムの罪の責任を負わさ
れていることになる 

4. 連帯説 

a. 主張 

(1) 神はアダムを人類の代表として定め、「行いの契約」を結ばれた 

(2) 代表者であるアダムが契約を破ったため、堕落と死という刑罰が全人類に与え
られた 

(3) この世に誕生する神によって造られた魂は腐敗した性質を持つ 

(4) アダムだけが罪を犯し、その罪が人類に転嫁される 

(5) アダムはキリストの代表にはなり得ないのでキリストの潔白を守ることできる 

b. 分析 

(1) アダムと神との間で結ばれた契約の存在を聖書は記していない 

(2) 聖書はアダムの罪によって全人類が罪を犯したと宣言するが、この説は神が独
断的に人々を罪人であると宣言することになる 

(3) 神が腐敗した魂を創造することには問題がある 

5. アウグスティヌスの説 

a. 主張 

(1) 人の魂はその両親から誕生するがゆえに、アダムは人類のかしらである 

(2) 全ての魂はアダムの内にあったがゆえに、アダムが罪を犯したときに全人類は
罪を犯した 

(3) アダムの罪は人類に無縁のものではなく、むしろ個人的に深い関係があるから
転嫁されている 

(4) ヘブル7:9でのレビとアブラハムの関係にこの説の適用を見ることができる 
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b. 分析 

(1) ローマ5:12に対する最も自然な解釈である 

(2) 人は存在する前に罪を犯すことができるのかという問題が残る 

(3) ローマ5:14の「アダムの違反と同じようには罪を犯さなかった」という言葉が
問題となる 

D. 結論 

罪の転嫁に関する諸説
説 ローマ5:12 アダム 人類

ペラギウス主義 アダムの罪の模範に
沿って罪を犯すときに
死ぬようになる

アダムだけが罪の影
響を受けた

アダムの罪によって何の影響
も受けなかった

アルミニウス主義 アダムの罪に同意する
ことで、罪が転嫁され
る

アダムが罪を犯し、
全人類はその影響を
部分的に受けている

堕落は完全なものではなく、
人はアダムから腐敗した性質
を受けるが罪責を持たず、非
がない

間接転嫁説 アダムの罪のゆえに、
全ての人は罪深い性質
を持つ

アダムが罪を犯し、
全人類はその影響を
受けている

堕落した者として生まれて来
るが、その堕落に罪責は伴わ
ない

連帯説 アダムの罪のゆえに人
類に罪が転嫁された

アダムだけが罪を犯
し、全人類が影響を
受けた

堕落は完全なもので、罪と罪
責が転嫁された

アウグスティヌス説 アダムの罪のゆえに人
類に罪が転嫁された

アダムの内で全人類
が罪を犯した

堕落は完全なもので、罪と罪
責が転嫁された
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I. 救いに関する概観 
A. 救われている者の状態 

1. He is being saved


2. He will be saved


3. He was saved


4. He is saved


B. 断絶不可のつながり 

1. ローマ8:29 

2. Ⅰペテロ1:3-6 

3. テトス3:3-8 

4. エペソ1:3-12 

5. エペソ2:4-10 

6. ローマ5:1-11 

7. Ⅱテサロニケ2:13-14 

8. コロサイ1:12-13 

9. Ⅰテサロニケ5:9 
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救いに関するあらゆる主導権は恵み深い主権者である神の御手にあり、罪深く、霊的に
盲目で、呪われた神の敵である罪人の手にはないことがこれらの箇所からはっきりと理解
することができる
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C. 多面的な輝きを持つダイヤモンド 

救いはどこから見ても輝きを放つダイヤモンドのような宝石に例えることができる。救い
をどの局面から見ても過去、現在、未来における神の素晴らしい御業を救いの内に見ること
ができるからである。 

救いに関連する表現はそこにある真理の深さ、広さを顕わにしてくれる。これらの表現は
「なぜ」、「どのように」、「いつ」という問に答を与えてくれる。 

D. 考察すべき事柄 

1. 救いは三位一体の神が救いの根源である 

a. 救いは父なる神から子なる神を通して聖霊なる神によって与えられる（テトス3:4-
6） 

1 恵み

なぜ救いを受け入れたか 信じる前2 選び

3 召し

4 新生

どのように救われたか

信じたとき

5 信仰

6 悔い改め

7 キリストとの結合

救いによって何を得るか

8 義認

9 養子

10a 聖化（行為）

10b 聖化（過程）

信じた後11 信仰の維持

12 栄化
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b. 救いは子なる神、イエス・キリストの特別な働きによってもたらされる 

(1) ルカ2:11 

(2) Ⅱテモテ1:9 

(3) ヘブル2:10 

(4) ヘブル5:9 

(5) 使徒4:12 

2. 救いは人の全てを贖う 

3. 救いは全ての罪を取り除く 

a. 詩篇102:12 

b. イザヤ53:4-6 

c. コロサイ1:14 

d. ヘブル9:26 

e. Ⅰヨハネ1:7 

4. 救いは全ての時を包括する 

a. 過去の働き（エペソ1:4; Ⅱテモテ1:9） 

b. 現在の経過（Ⅰコリント1:18） 

c. 未来の目標（ローマ13:11; Ⅰペテロ1:5） 

5. 救いはあらゆる霊的祝福をもたらす 

6. 救いは全ての信徒が同様に所持する 
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7. 救いは必ず全うされる 

8. 救いは全世界に関連がある 
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II. 新生 
A. 定義 

1. 否定的な考察 

a. 新生は改善ではない 

b. 新生は霊的いのちの段階的実現ではない 

c. 新生は水のバプテスマによるものではない 

2. 肯定的な考察 

a. 新生とは新しい生涯を伴う新しい誕生である 

b. 新生とは新しい行動を伴う新しい性質である 

B. 新生の必要性 

1. 神の聖さ 

2. 人の罪深さ 

3. キリストの命令 

a. 絶対的な必要 

b. 全世界的要求 
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霊的ないのちと新しい性質を信仰者に与えることによって神の子どもとし、聖い生涯を
送ることができるようにする神の働き
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4. 人は霊的いのちを持っていないという現実 

5. 新しいいのちは天から与えられるという事実 

6. 人が自分の力でもたらすことができないもの 

C. 新生の方法 

1. 間違った方法 

a. 人の行い 

b. 水のバプテスマ 

c. ヨハネ1:13 

2. 正しい方法 

a. 神からの働き 

(1) 神によって 

(a) 父なる神 

(b) 子なる神 

(c) 聖霊なる神 
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(2) 神のみこころによって 

(3) 神のみことばによって 

b. 人の責任　ー　信仰によって 

D. 新生の結果 

1. 「神の作品」であることの証明（エペソ2:10） 

2. 新しく造られた者（Ⅱコリント5:17） 

3. 新しいいのち（エペソ2:5; ガラテヤ2:20） 

4. 新しい性質（Ⅱペテロ1:4) 

5. 聖霊によってもたらされる救いの確証（Ⅱコリント1:22） 

6. 新しい関係（ローマ8:16-17） 

7. 勝利する力（Ⅰヨハネ5:4） 

8. 一新された心（ローマ12:2） 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選びに関するコメント 

選びに関して考えるときに避けて通ることができないことは、選びが何に基づいているかとい
うことです。選びの教理を説明するときに多くの人は、神が未来を知っておられ、人が神を信じ
ることに関してどのような選択をするかを知っているがゆえに、神を信じるという決断をした人
を選ばれるといった説明をします。シーセンは選びに関して次のような見解をとっています。 

選びとは、キリストを受け入れるであろうと神があらかじめ知られたすべての者を、キリ
ストにあって救いに選ぶ、恵みによる神の主権的な行為を意味する・・・神は、キリスト
を受け入れるであろうと予知した人々を、選ばれた。聖書は明らかに神の選びを神の予知
に基づくものとしている。「神はあらかじめ知っておられる者たちを…あらかじめ定めて
くださった…そして、あらかじめ定めた者たちを更に召し」（ローマ8:29-30）。「父な
る神の予知されたところによって選ばれ…ている人たちへ」（Ⅰペテロ1:1-2）。・・・
人間は救いを受け入れあるいは拒むことについて責任がある、と繰り返し繰り返し聖書
に教えられているところをみると、神がご自身についてたたえられた啓示に対する人間の
反応こそが、神の選びの基礎であると考えざるを得ない。もう一度繰り返していうなら、
人類はとがと罪とによって死んで、全く望みもない状態にあり、救いを獲得するために何
もすることができないので、神に従うかどうかについて選択をするに十分な能力を、神ご
自身がすべての人に、恵みを持って回復してくださる。これが、すべての人に現された、
神の救いをもたらす恵みなのである。神は予知において、一人一人がこの回復された能力
を、どのように用いるかを看取し、そして、人々が神を選ぶかどうかを知っておられるゆ
えに、その知識に応じて人々を選定される 。
1

シーセンのように神の予知を根拠として選びを理解しようとする傾向は、人に与えられている
信じるという責任を考慮するときに多く見られます。しかし、この見解には大きな問題があるこ
とを理解しなければなりません。 

その問題点とは、もし神の選びが予知に基づいているとするならば、救いは神の働きではなく
なるということです。人が救いに定められている究極の理由は、人が信仰を持つ決心をするから
であり、その決心を知った（予知していた）神は、人の決心に基づいて救いに定めたということ
になるのです。確かにシーセンは「 神に従うかどうかについて選択をするに十分な能力を、神ご
自身がすべての人に、恵みを持って回復してくださる。」と言いますが（この点においても疑問点
が多くあります）、回復された能力を持って選ぶのは、やはり人なのです。 

シーセンはローマ8:29を彼の見解の根拠としてあげていますが、注意深く検証するとこの箇所
は彼の立場をサポートしていないことを知ることができます。確かに「神は、あらかじめ知ってお
られる人々を」（ローマ8:29）召されたと書かれています。しかし、シーセンが言うように、こ
の予知が「神を信じると決心するのが誰かを知っていた」と理解することは、聖書に書かれてい
ないことを読み込んでいるに過ぎません。この箇所が教えていることは、神が特定の人々を個人
的な関係において、彼らが神を知る以前から親しみのうちに知っているということなのです。 

Ⅰペテロ1:2でも同様のことを言うことができます。1:2でペテロが使うプロギノスコ（予知）
という動詞は、1:20でも使われています（「知られていました」）。ここでは明らかに、神が御

  Henry C. Thiessen, Introductory Lectures In Systematic Theology (Grand Rapids, MI: Wm B. Eerdmans Publishing Co.) （島田福安訳、「組織1 1
神学」聖書図書刊行会、1961年）, 569-571.
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子を世界の始まる前から罪人を贖うためにおくることに関する知識について話をしています。つま
り、この言葉は、神が先をその全知性のゆえにご覧になって、御子が贖いのために死なれること
を知っていたので、救い主としたと言っているのではないのです。キリストが贖いのために十字架
に掛かることは世界の基の置かれる前から神の計画のうちに知られていたことなのです（使徒
2:23）。ローマ８章でも、Ⅰペテロ1章でも、同じように言えることは、これらの予知は、神が
何が起こるかを知っていたから定めたのではないのです。 

「知る」という概念は聖書の中で個人的関係、特に親密な関係を表す言葉として使われてきま
した。そしてこの個人的で親密な知識というのが、これらの箇所で言い表されていることなので
す。 

これまでにすでに見てきたように、救いは神が主導的に働いてくださったことによって私たち
が受けるに至ったものなのです。聖書は、確かに私たちの信仰が私たちを救うことを教えています
が、その信仰さえ、神の働きがなければ与えられることがないのです。パウロは「義人はいな
い。ひとりもいない。悟りのある人はいない。神を求める人はいない。」（ローマ3:10-11）と
言います。では、なぜ人は信仰を持つのでしょう。その理由こそが神の選択にあるのです。パウロ
は選びに関して語っている中で、次のように教えます。 

その子どもたちは、まだ生まれてもおらず、善も悪も行わないうちに、神の選びの計画の
確かさが、行いにはよらず、召してくださる方によるようにと、「兄は弟に仕える。」と
彼女に告げられたのです。	 ローマ9:11-12


エサウやヤコブが何をしたとしてもそれは神の選びを変更するものではなかったのです。それ
故にクリスチャンの選びに関しても、パウロは次のように告げるのです。 

神は、ただみこころのままに、私たちをイエス・キリストによってご自分の子にしようと、
愛をもってあらかじめ定めておられたのです。それは神がその愛する方によって私たちに
与えてくださった恵みの栄光が、ほめたたえられるためです。	 エペソ1:5-6


では選びは何に基づいているのでしょう。これまで見てきたように聖書は神がみこころのまま
に選ばれていることを教えていました。神は私たちのうちに何か条件を見いだして選択をされたの
ではなく、むしろ、無条件にご自身の意志に基づいて選びをされているのです。それゆえに、私
たちは予知に基づく選びではなく、主権に基づく選びとして、選びを理解するべきなのです。 
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III.義認 
A. 義認と新生との比較 

1. 新生とは霊的死に対する回答である 

2. 義認とは霊的罪責に対する回答である 

B. 義認の定義 

1. 否定的な考察 

a. 義認とは罪を放免することではない 

b. 義認とは罪を犯した事がないかのように捉えることではない 

2. 肯定的な考察 

a. 義認とは義の宣言である 

b. 義認とは法的宣告である 

(1) 罪を犯したことが指摘されていることが前提としてある 

(2) 犯した罪のゆえに拘引されていることが前提としてある 

(3) 罪のゆえに裁判にかけられていることが前提としてある 

(4) 裁判において無罪であると宣告されていることが前提としてある 

(5) 義が転嫁されていることが前提としてある 

C. 義認の要素 

1. 罪の赦し 

a. 赦しと義認の関係 

(1) 義認は律法の訴えからの解放を示す法律的用語である 

(2) 赦しは神と信徒の関係を表す個人的用語である 
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疑問：

義なる神がどのように人の罪を赦
すことができるか？

義認とは、全うされたキリストの御業のゆえに、神が信仰を持つ罪人を義と宣告し、神
の恩恵を受ける者に回復してくださる神の法的宣言である
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(3) 義認は繰り返されることのない一度きりのものである 

(4) 赦しは繰り返し行われなければならない行為である 

(5) 義認は律法において罪人が罪と切り離されることを示す 

(6) 赦しは神の前に罪人が罪と切り離されることを示す 

b. 聖書の示す赦しの概念 

(1) イザヤ38:17 

(2) ミカ7:19 

(3) 詩篇103:12 

(4) イザヤ44:22 

(5) ヘブル10:17 

c. 赦しの完全性 

2. 罪責の除去 

3. 裁きからの解放 

41



組織神学Ⅲ 救済論

4. 義の転嫁 

a. 聖書の教え（Ⅱコリント5:21） 

b. アブラハムの例（ローマ4:22-24） 

c. 義認の最大の特徴（ローマ5:17-18） 

5. 神との関係の回復 

a. キリストによる和解によってもたらされた神との関係の回復（ローマ5:10-11） 

b. 「神の友」として受け入れられる（エペソ2:6; ヤコブ2:23） 

c. 「神の家族」として受け入れられる（ローマ8:29; エペソ1:5） 

D. 義認の土台 

1. キリストの死（なだめの供え物） 

a. 神の聖さと人の罪深さがキリストの死を必須にする 

b. キリストの血は人の罪の報いを完全に取り除く（ローマ3:23-26; 5:9; エペソ1:7; 
ヘブル9:22） 

2. キリストの義 

a. 義を転嫁するためには転嫁するための義が必要である 

b. この義は神のみこころに対する完全な従順を意味する 

c. この義はキリストの生涯を通して全うされた 
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E. 義認の方法 

1. 否定的考察 

a. 人の行いによっては義と認められない（参照：ローマ2:13） 

(1) 従順と義の関係 

(a) 現在の従順は過去の罪を償うことはできない 

(b) 過去の従順は未来の従順を保証しない 

(2) 律法と義の関係 

(a) 神の律法は外面的行動だけでなく、人の心と思いをも統轄する 

(b) 神の律法は完全な従順を要求する 

b. 行いによる義が不可能であることに関する聖書の宣言 

(1) 全面的否定（ローマ3:20, 28; ガラテヤ3:11） 

(2) 良心による罪の責め（Ⅰヨハネ3:20） 

(3) アブラハムの例（ローマ4:2-3） 

(4) キリストの来臨の必要性（ガラテヤ3:21-26） 

(5) 神の恵みの有効性（ローマ4:4, 14; ガラテヤ3:17-18） 

(6) 律法の性質 

(a) 罪の性質を明らかにする（ローマ3:20） 

(b) 神の怒りを啓示する（ローマ4:15） 

(c) 人をキリストに導く（ガラテヤ3:24） 
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(d) 過去の罪を贖うことができない（ヘブル10:4; 使徒13:39） 

(e) 人を完全にすることができない（ヘブル10:1） 

2. 肯定的な考察 

a. 義認の起源　̶　義認は神によってもたらされる（ローマ8:33） 

b. 義認の背景　̶　義認は神の恵みによってもたらされる（ローマ3:24） 

c. 義認の原因　̶　義認はキリストの血によってもたらされる（ローマ5:9） 

d. 義認の受諾　̶　義認は信仰によって与えられる（ローマ3:26, 28） 

e. 義認の保証　̶　義認は復活によって保証されている（ローマ4:25） 

f. 義認の証明　̶　義認は行いによって証明される（ヤコブ2:24; マタイ7:21） 

F. 義認の結果 

1. 罪の赦し（ローマ4:7-8; 詩篇32:1-2） 

2. 有罪宣告と神の怒りからの解放（ローマ8:1, 33-34; 5:9） 

3. キリストの義の転嫁（Ⅱコリント5:21） 

4. 神の厚意の回復（エペソ2:3-6, 13） 

5. 子となる権利と相続権の授与（テトス3:7; 使徒26:18; ローマ8:16-17） 
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6. 救いの確信と保証（ローマ8:33; 5:9） 

7. 神との和解（ローマ5:10-11） 

8. 神との平和（ローマ5:1） 

9. 栄化の約束（ローマ8:30） 

10.現在の敬虔な生涯（ピリピ1:11; Ⅰヨハネ3:7; ヤコブ2:14, 17） 

新生 義認

主に主観的 主に客観的

心の内で起こる 
（神が私たちの内になす働き）

神の法廷で起こる
（神が私たちのためになす働き）

いのちの授与 神によって義と認められる

道徳的変化 法律的変化

状態の変化 立場の変化

霊的死に対する回答 霊的罪責に対する回答

個人的 法的

義認 聖化

罪の罪責を取り除く 罪の汚れを取り除く

罪人を神の子どもに変える 罪人を神のかたちに変える

主に人に対してなされる働き 人の内でなされる働き

一度きりの行為で完成されたもの 継続的過程でこの生涯では完成しないもの

主に御父の働き 主に聖霊の働き

「私はキリストのうちにある」 「キリストは私のうちにある」
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IV.悔い改め 
A. 悔い改めの重要性 

1. 旧約聖書において 

a. 申命記30:2 

b. Ⅱ列王記17:13 

c. エレミヤ3:12, 14, 22 

d. エゼキエル18:30, 32 

2. 新約聖書において 

a. バプテスマのヨハネ（マタイ3:2） 

b. イエス・キリスト（マタイ4:17） 

c. 十二弟子（マルコ6:12） 

d. キリストの宣言（ルカ24:47） 

e. ペンテコステの説教（使徒2:38） 

f. パウロのメッセージ（使徒17:30; 20:21） 

g. ヘブル人の手紙の著者（ヘブル6:1） 

h. ペテロ（Ⅱペテロ3:9） 

i. 黙示録 
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B. 悔い改めの必要性 

1. 悔い改めは救いの最初のステップである（使徒3:19; 20:21） 

2. 悔い改めは罪の赦しに先立つ（使徒5:31; ルカ24:47） 

3. 悔い改めはすべての人が罪を犯しているがゆえに必要である 

4. 悔い改めは神がすべての人に命じることである（使徒17:30） 

5. 悔い改めはキリストが命じることである（ルカ13:3, 5） 

6. 悔い改めは使徒がその必要性を理解し、人々に命じたことである 

C. 悔い改めの定義 

旧約聖書では主にシューブ（立ち返る）とい
う言葉で表されているこの概念は、七十人訳
ではエピストレフォー（戻る、立ち返る）と
いう単語で訳されている。しかし新約聖書の
著者は七十人訳の習慣に倣わずに、メタノエ
オという言葉を使って悔い改めを表現してい

る。この変化の理由としてあげることができるのは、エピストレフォーが旧約聖書で
強調されている実際の具体的な行動を現すのに対し、メタノエオ（メタ [～の後]＋ノ
エオ [思う]）は意志や思い（ヌース）の変化を強く強調しているからだと考えること
がでる。近年、悔い改めは「意志の変化」「考えを変える」といった意味で教えられ
ることが多くあるが、その理由は上記のような語源的見地からの考察に由来している
からだ。しかし新約聖書でどのようにこの言葉が使われているのかを知るときに、悔
い改めが単なる考えを変えることではないことを理解できる。事実、この言葉は旧約
のシューブ同様、個人の全存在が立ち返ることを現していて、単なる思考の変化や、
外面的変更を指してこの言葉が使われていない。なぜなら、意志の変化は行動の変化
と直結しているからである。 
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悔い改めとは、罪の認識、罪に対する
自責の念、そして罪の拒絶を結果とし
て生み出す、神と罪に関する理知的
変化である
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D. 悔い改めの性質 

1. 知的要素 

a. 神に関する考えの変化 

b. 罪に関する考えの変化 

c. 自分に関する考えの変化 

2. 感情的要素 

a. 罪に対する自然な反応 

b. 聖書からの例証 

(1) ダビデ　̶　詩篇38:18 

(2) ヨシヤ　̶　Ⅱ列王記22:11, 19 

(3) ヤコブ　̶　ヤコブ4:9-10 

c. 詩篇51篇からの例証 

(1) 罪を犯したことに対する改悛（17節） 

(2) 罪に対する恥（9, 11節） 

(3) 罪を犯したことに対する深い悲しみ（8, 12節) 

(4) 赦しを得たいという強い願望（1, 2, 7, 10節） 

3. 意志的要素 
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E. 悔い改めをもたらすもの 

1. 神の慈愛（ローマ2:4） 

2. 罰と懲らしめ（黙示録3:19） 

3. 神のことばの布告（Ⅱ列王記22:11; ネヘミヤ8:8-9; 使徒2:37） 

4. 神のメッセンジャー（Ⅱテモテ2:24-25） 

5. 聖霊（ヨハネ16:8-9） 

F. 悔い改めの結果 

1. 神の哀れみと赦し（イザヤ55:7; 使徒3:19） 

2. 聖霊の授与（使徒2:38; エペソ1:14; 使徒11:18） 

G. 結論 

1. 悔い改めは行いではない 

2. 悔い改めは常に信仰と共にある 
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V. 信仰 
A. 4種類の信仰 

1. 歴史的信仰 

a. 本質 

(1) キリスト教宗教の歴史的事実を受け入れる 

(2) 理知的行為であり、魂からの行動ではない 

(3) 救いをもたらさない 

b. 歴史的信仰の源 

(1) 教育 

(2) 個人的学び 

c. 結論　̶　ヤコブ2:17, 20, 26 

2. 一時的信仰（宗教心） 

a. 本質　̶　宗教的な事柄に対する強い関心 

b. 一時的信仰の源　̶　状況に対する感情的応答 

c. 結論　̶　マタイ13:20-21 

3. 奇蹟的信仰 

a. 本質　̶　神の力に対する確信 

b. 奇蹟的信仰の源　̶　聖霊の賜物（Ⅰコリント12:8-10） 

c. 結論　ー　救いには関係ない 
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4. 真の救いに至る信仰 

a. キリストに対する信頼と依存 

b. キリストの贖いの働きの受諾 

B. 信仰の重要性 

1. 信仰は人の生活の根幹を築いている 

2. 信仰は霊的生涯の根幹を築いている 

3. 信仰は救いに不可欠である 

C. 信仰の定義 

1. 聖書の宣言 

2. 救いの教理における定義 
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信仰は望んでいる事がらを保証し、目に見えないものを確信させるものです。
（ヘブル11:1）

信仰とは、神がみことばを通し
て語ることを完全に信じさせ
る、神に対する心からの信頼、
依存、確信である

信仰とは、キリストの死と復活による罪の贖いと救いの御業の完成とを確信する
ことである
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52

望んでいる事がらの保証 
生き方である信仰に関して、この手紙の著者は最初に
「望んでいる事がらを保証する」と言います。ここで
注目したいのは「保証」という言葉です。著者はここ
で「信仰とは保証するものです」と言っているのです
が、この「保証」とは何なのでしょう。ここで使われ
ている名詞（フポスタシス）は、新約聖書に5回しか
登場しない言葉です。そしてそのうちの3回がヘブル人
の手紙で使われています。「～の下に」という意味の
前置詞と「立つ」という意味の動詞から派生した名詞
で構成されているこの単語は、建物の基礎などを示し
て使われていました。何かの根源、または基盤とな
り、それ故に実体を与え（ヘブル1:3）、確かさ、確
実さをもたらすという意味があるのです（Ⅱコリント
9:4;11:17; ヘブル3:14）。古代ギリシャにおいて、こ
の言葉は財産の所有権を証明する書類などに対して使
われていた言葉でした。それである辞書は、「信仰は
待ち望んでいる事がらの権利証である」という訳をこ
の箇所にしています130。信仰とは保証を与えるもので
す。決して揺るぐことのない実存のものとして望んで
いる事がらが起こることを保証するのが、信仰である
というのです。 

「望んでいる事がら」は現実に私たちの目の前にある
ものではありません。しかし、たとえ物質的証明の全
くない中でも、神が約束してくださっている事柄が
「実際に現在形で私のものである」という保証をもた
らすのが信仰だというのです。つまり、本当の信仰と
は、神が語ったがゆえに確信するという、約束をして
くださった方に対する超自然的信頼と確信なのです。 

新改訳聖書の注では、「保証」という訳の別訳として
「・・・の実体であり」という記述があります。信仰
は明らかに望んでいる事がらの実体ではありません
が、今手にしていないものを確かに手にすることがで
きるという、あたかもそれが実在するかのような確信
を抱かせるのがこの信仰なのです。この信仰こそ、ヘ
ブル11章に登場する多くの信仰の勇者たちに共通する
特徴なのです。 またここで保証されていることは、個
人的な救いの確信ではありません。むしろ、福音の
メッセージに対する完全無欠な確信です131。つまり、
ヘブル人の手紙の著者は、信仰が私たちの個人的救い
を保証すると言っているのではないのです。確かに信
仰がなければ、救いの確信は生まれません。それ故に
信仰は救いの保証となると言うことが可能かもしれま
せんが、この箇所でのポイントは、「個人の救いを保
証する信仰」ではなく、「神の約束を保証する信仰」
なのです。 

生まれながらの人間にとって、このように神の約束
を確信することは愚かなことと感じられるでしょう
（Ⅰコリント2:14）。私たちが何かを信頼すると
き、私たちは肉体的感覚に基づいて信頼をします。
しかし、この手紙の著者が訴えていることは、私た
ちの信仰はこのような肉体的感覚に基づいたもので
はなく、霊的、超自然的な確信であるというので
す。このような信仰は決して人のうちから出てくるも
のではありません。神が与えるものなのです。も
し、私たちが自分の知性や感覚を用いて信じるなら
ば、その信仰は何の保証も与えません。なぜなら私
たちの知性や感覚は私たちに間違った事柄を信じさ
せることができるからです。しかし真の信仰は神的
働きにより与えられる疑う余地のない確信の上に
立っているのです。 

見えないことへの確信 
次にこの手紙の著者が信仰に関して告げることは、
「信仰は確信させるものである」ということです。
この確信とは、先に見た「保証」と非常に似た概念
ですが、保証をさらに強い形で現すものです。確信
とは、内にある保証の現れであり、「見えないも
の」が確かにあるとして生きる生き方に反映されま
す。つまり、信仰の人はその信仰に基づいて生きて
いくというのです。揺るがされることのない圧倒的
な保証を神の約束に関して持っている人は、それら
が絶対に疑う必要のないものであることを理解して
いるがゆえに、それらの約束がもうすでに成就して
いるかのように生きるのです。 

信仰の父として知られるアブラハムはまさにこのよ
うな人物でした。 

彼は望みえないときに望みを抱いて信じま
した。それは、「あなたの子孫はこのよう
になる。」と言われていたとおりに、彼が
あらゆる国の人々の父となるためでした。
アブラハムは、およそ百歳になって、自分
のからだが死んだも同然であることと、サ
ラの胎の死んでいることとを認めても、そ
の信仰は弱りませんでした。彼は、不信仰
によって神の約束を疑うようなことをせ
ず、反対に、信仰がますます強くなって、
神に栄光を帰し、神には約束されたことを
成就する力があることを堅く信じました。
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だからこそ、それが彼の義とみなされたの
です。 ローマ4:18-22

アブラハムの子であるイサクの誕生に関する話は、神
がいかにこの誕生が人間的に不可能なことであるかを
知らしめようとしている話と考えることができます。
創世記12章で子孫に関する約束を受けたとき、アブラ
ハムはすでに75歳でした。これまで子どもを得ること
ができなかったアブラハムに対して、神は続けて彼に
子孫が与えられる話を繰り返します。しかし、常識的
に考えて自分の妻サラが子を産むことはあり得ないと
考えたアブラハムは、まず自分の奴隷が跡取りになる
ことを考え（創世記15:2-3）、そして妾を通して子孫
を得ようと考えました（16:2; 17:19）。12章の約束
から25年近くたったとき、神は再びアブラハムに子孫
を与える約束をしました。しかし、アブラハム夫妻は
単に年を取っていただけでなく、またサラが不妊の女
であっただけでなく、彼女が肉体的に子どもを生むこ
とができない状況にあったのです（創世記18:12）。
それでも、アブラハムは「望みえないときに望みを抱
いて信じた」のです。彼は「不信仰によって神の約束
を疑うようなことをせず、反対に、信仰がますます強
くなって、神に栄光を帰し、神には約束されたことを
成就する力があることを堅く信じた」のです。「神の
約束は成就する」という保証は、「そのことを確信し
て生きる」という人生を確かに生み出したのです。 

さらに、このことはアブラハムがイサクを捧げる記事
の中で明らかになります。ヘブル書の著者は、このと
きの様子を次のように記しています。 

信仰によって、アブラハムは、試みられた
ときイサクをささげました。彼は約束を与
えられていましたが、自分のただひとりの
子をささげたのです。神はアブラハムに対
して、「イサクから出る者があなたの子孫
と呼ばれる。」と言われたのですが、彼
は、神には人を死者の中からよみがえらせ
ることもできる、と考えました。それで彼
は、死者の中からイサクを取り戻したので
す。これは型です。 ヘブル11:17-19

アブラハムがイサクを捧げることができたのは、ただ
彼が神の約束に確信を抱いていたからにほかありませ
んでした。彼は、死者がよみがえることを見たことも
なかったにもかかわらず、イサクを通して彼に偉大な

国民を与えるという神の約束が曲げられることがな
いという確信のもとに、神の命令通り、イサクを捧
げようとしたのです。これはまさに見たことのない
ものを確信する信仰の生き方です。 

アブラハムだけではありません。ノアは、神が何を
求めているのかを完全に理解していなかったにもか
かわらず、作ったこともない巨大な箱船を神の約束
に確信を抱いて作りました132。シャデラク、メシャ
ク、アベデネゴは、いのちの危機に直面したとき、
目に見える王の力に屈服するのではなく、目に見え
ない真の王の力に信頼を置き、主に従い続ける決断
をしました。ヨセフやモーセなど、聖書にはこのよ
うに信仰のゆえにある絶対的な確信に基づいてその
人生を生き抜いた人たちが多く記されているので
す。 

確かに私たち人間は誰でも、このような信仰に基づ
く確信を持って生きています。たとえば、手術をす
るときに、私たちは執刀医の技術と知識を信じて、
手術を受ける決心をします。水を飲むときに、水道
の水が安全であるという信仰のもとに、水を飲むと
いう行動を取ります。すべての人にはこのように確信
に基づいて生きるという能力が備わっているので
す。しかし、生まれながらの人は、神の真理を知り
得ないがゆえに、「目に見えないものを確信させ
る」信仰を持つことがないのです。神の約束は彼ら
にとってはむなしい現実味のない約束であり、希望
的観測でしかなく、それに基づいて生きる価値のな
いものなのです。これは盲人が、光は存在しないと
訴えるのに似ています。しかし、見ることができな
いがゆえに、触ることができないがゆえに、確信す
ることが不可能だと考えられる事柄に対して、確信
を抱くことができるように神は私たちの目を開いて
くださり、神のみことばを分からせ、恵みによって
私たちを信仰へと誘ってくださったのです。  

聖書が教える信仰とは、信じる者が継続して持ち続
ける確かな保証であり、生き方に明確に反映される
確信です。まだ起こっていない事柄が確約されてい
ることを信仰は明確にし、見えないものをその確か
さのゆえに絶対的な確信をもって「ある」と理解し
て生きることが信仰なのです。それゆえに、信仰は
単なる知識でも、その知識に対する同意でもありま
せん。信じている事柄に同調する生き方なのです。
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D. 信仰の性質 

1. 知的要素 

a. 信仰は常に事実に基づいたものである 

b. 信仰には一定の知識が必要である 

(1) ローマ10:9-10 

(a) キリストの神性 

(b) キリストの復活 

(2) Ⅰコリント15:3-4 

c. 信仰は神のことばとして聖書を受け入れることを示唆している 

d. 信仰とは説明することのできるものである 

e. 知的信仰だけでは救いを得ることができない 

2. 感情的要素 

a. 信仰とは罪や救いに関して理解したことに対する個人的応答が含まれる 

b. 知的要素との比較 

(1) 知的要素は福音のメッセージが真理であることを理解する 

(2) 感情的要素は福音の恵みを受けたいと願う 

c. 感情的な応答は福音のメッセージを理知的に受け入れた者の自然な応答である 

54



組織神学Ⅲ 救済論

d. 感情的な応答と真の救いを混同してはならない 

3. 意志的要素 

a. 信仰の本質はここにある 

b. 意志的要素には自己放棄が含まれる 

c. 意志的要素には献身が含まれる 

4. まとめ 

E. 信仰をもたらすもの 

1. 父なる神 

2. 子なる神 

3. 聖霊なる神 

4. 神のことば 
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F. 信仰の結果 

1. 信仰によって救われる（エペソ2:8-9） 

2. 信仰によって歩み生きる（ガラテヤ2:20; Ⅱコリント5:17） 

3. 信仰によってキリストが心に内在する（エペソ3:17） 

4. 信仰によって聖霊を受ける（ガラテヤ3:5, 14） 

5. 信仰によって神に近づくことができる（ヘブル10:22） 

6. 信仰によって義と認められる（ローマ5:1） 

7. 信仰によって聖なる者とされる（使徒26:18） 

8. 信仰によって世にあって堅く立つ（ローマ11:20; Ⅱコリント1:24） 

9. 信仰によって世に勝利する（ Ⅰヨハネ5:4） 

10.信仰によって守られる（Ⅰペテロ1:5） 

11.信仰によって悪魔に勝つ（エペソ6:16; Ⅰペテロ5:8-9） 

12.信仰によって良い行いを生み出す（エペソ2:10; ヤコブ2:18） 
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VI.聖化 
A. 聖化の必然性 

1. 新生において 

a. 新生時に新しい性質が与えられる 

b. 新しい性質は聖化の過程の中で成長する 

2. 義認において 

a. 義認によって人は律法的請求から解放される 

b. 聖化を通して人は罪の実践から解放される 

B. 聖化の命令 

1. 永遠からの神の目的は神の子どもたちが聖くなることである 

a. エペソ1:4 

b. Ⅰテサロニケ4:7 

c. ヨハネ15:16 

d. ローマ8:29 

e. Ⅱテサロニケ2:13 

f. Ⅰペテロ1:2 

g. Ⅰテサロニケ4:3 

2. 神は聖くなることを命じている 

a. ヘブル12:14 
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b. Ⅰペテロ1:15-16 

c. Ⅰヨハネ2:1 

d. マタイ5:48 

3. 神は聖くなることを約束している 

a. ローマ6:14 

b. Ⅰテサロニケ5:23-24 

4. 救われた者に必ず与えられている願いである（Ⅰヨハネ2:6; 3:3） 

C. 聖化の定義 

1. 聖化にある4つの意味合い 

a. 聖いと認めること（マタイ6:9; Ⅰペテロ3:15; 民数記20:12） 

b. 特定の事柄の為に取り分けること（創世記2:3; 出エジプト40:9, 15; ヨハネ10:36; 
17:19） 

c. 救いの初段階において信徒を罪の力から解放すること（ヘブル10:10, 14, 29; 
2:11; 9:13-14; 13:12） 

d. 主観的に道徳的悪から清められること 

(1) 古い性質の打破 

(a) 罪を殺すこと（コロサイ3:5; ローマ6:6; ガラテヤ5:24; ローマ8:13） 
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(b) 罪からの清め（エゼキエル36:25; Ⅱコリント7:1） 

(c) 罪を「脱ぐ」こと（コロサイ3:8-9; ヤコブ1:21; エペソ4:22） 

(2) 新しい性質の構築 

(a) 復活といのちに関連している（ローマ6:4-5; ガラテヤ2:19） 

(b) 新しい衣を着ることと関連している（エペソ4:24; コロサイ3:12, 14） 

2. 聖化に関連するその他の表現 

a. きよい心（詩篇51:10; Ⅰテモテ1:5） 

b. 完全または完全な人（マタイ5:48; コロサイ4:12） 

c. 非難されるところのない生涯（ピリピ2:15; Ⅰコリント1:8; コロサイ1:22） 

d. 御霊によって歩む（ガラテヤ5:16） 

e. キリストに似た者となる（ローマ8:29; コロサイ3:10; Ⅰヨハネ4:17） 

D. 聖化の過程 

1. 立場的聖化（過去の聖化） 

a. 贖罪における聖化（キリストの血によるきよめ） 

b. 一度だけの聖化 

(1) ヘブル10:10 
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(2) キリストの完全な贖罪による一度だけの出来事 

c. キリストのうちに信徒は聖なる者されたので、聖徒と呼ばれる（Ⅰコリント1:2, 
30; ローマ1:7） 

2. 個人的聖化（現在の聖化） 

a. 信徒はこの過程の中にある（ローマ12:1-2） 

b. この過程は瞬間的に起こるものではない（ローマ12:2） 

c. 「歩み」として表現されている（エペソ4:1, 17; 5:1-2） 

(1) 出発点、道のり、到着点が存在する 

(2) 始めと終わりまでの間に時間の経過が存在する 

d. 成長の過程として表現されている（Ⅱペテロ3:18; エペソ4:12-16） 

e. 実りをもたらすものとして表現されている（ヨハネ15:17; ローマ6:22） 

f. 戦いとして表現されている（ローマ6:12; Ⅰペテロ5:8-10; Ⅰテモテ6:11-12） 

g. 人の全ての部分に聖化の働きがある 

(1) からだ（ローマ12:1-2; Ⅰコリント6:20; Ⅰテサロニケ5:23） 

(2) 思い（ローマ12:2; ピリピ2:12-13） 

h. 個人的聖化の目的は行動と態度において信徒をキリストに似た者とすることである 
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3. 最終的聖化（未来の聖化） 

a. 今の生涯においては達成しない 

b. 永遠において全ての信徒が完全な者となる 

c. キリストと顔と顔を合わせて会うその日に起こる 

d. 個人的聖化の助けとなる（Ⅰヨハネ3:3） 

E. 聖化に関する間違った考え 

1. 聖化は特定の信徒にしか起こらない 

2. ある時点で罪の性質が死に、完全な者となることができる 

時期 方法 性質 何から 何へ 結果 責任

過去 主の血潮 基礎的 罪の歩み 神の所有 聖い立場 信仰

現在 主のことば 漸進的 罪の歩み 神の特徴 聖い成長 知る/捧げる/従
う

未来 主の臨在 究極的 罪の性質 神の似姿 聖い状態 見る
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3. 罪は避けることができない、必要なものである 

F. 聖化の方法 

1. 父なる神の働き 

a. Ⅰテサロニケ5:23 

b. ピリピ1:6 

2. 子なる神の働き 

a. キリストの血によってきよめられる（ヘブル13:12; 10:10） 

b. キリストのことばを通してきよめられる（エペソ5:36） 

c. キリストの執り成しによってきよめられる（ヘブル7:25） 

3. 聖霊なる神の働き 

a. 肉と戦うことによって聖化をもたらす（ガラテヤ5:16; ローマ7:23; 8:13） 

b. 義の行いを信徒の生涯にもたらす（ガラテヤ5:22-23） 

4. 人の働き 

a. 人は神のことばによってきよくされる（ヨハネ17:17; 15:2; Ⅰペテロ1:22） 

b. 聖化は人の意志に関連している 

(1) 信仰の役割（使徒26:18; 15:9） 

62



組織神学Ⅲ 救済論

(2) 従順の役割（ヘブル12:14; Ⅱコリント6:17; 7:1; Ⅱテモテ2:21） 

G. 聖化の結果 
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VII.栄化：救いの完成 
A. 聖化と栄化の関係 

B. 聖書に見る信徒と栄化の関係 

1. Ⅰコリント2:7 

2. Ⅱコリント3:18 

3. Ⅱコリント4:17 

4. コロサイ3:4 

5. Ⅰテサロニケ2:12 

6. Ⅱテサロニケ2:14 

7. Ⅱテモテ2:10 

C. 聖化の時に関する聖書の教え 

1. Ⅰコリント15:12-58 

2. Ⅰテサロニケ4:14-17 

3. ヨハネ5:28-29 

4. ヨハネ6:39-40 

5. ローマ8:11 
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6. ピリピ3:20 

7. Ⅰヨハネ3:1-3 

D. まとめ 

栄化とは救いの適用の最終段階である。キリストが再臨されたときに、すべての死んでい
るクリスチャンの肉体が甦り、そのたましいと再び結合し、そのからだをキリストの復活の
からだと同じものに変えてくださること、そして再臨時に生きている信徒のからだをも同じ
ように主に似たものに完全に変えてくださることを現しいる。これこそが救いの完成の時で
あり、これをもって私たちは完全に死からの勝利を得、永遠を主と共に過ごすようになるの
である。
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